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都
城
と
農
村
の
関
係
か
ら
み
た
古
代
東
ア
ジ
ア
都
市
の
特
質

─
日
唐
比
較
を
中
心
に
─

古
　
内
　
　
絵
　
里
　
子

は
じ
め
に

　

薗
田
香
融
氏
は
︑
奈
良
時
代
の
貴
族
は
都
人
と
し
て
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
も
一
方
で
は
都
城
に
集
住
す
る
以
前
か
ら
の
本
拠
地
と
の
つ
な

が
り
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
︑
こ
れ
を
両
貫
性
と
称
し
て
︑
八
世
紀
の
貴
族
・
官
人
の
特
質
と
提
唱
し
た（

（
（

︒
そ
し
て
︑
そ
の
根
拠
の

一
つ
と
し
て
農
繁
期
の
五
月
・
八
月
に
﹁
ゐ
な
か
﹂
に
帰
り
農
業
に
従
事
す
る
た
め
の
官
人
の
休
仮
︱
﹁
田
仮
﹂
を
あ
げ
て
い
る
︒

　

氏
の
見
解
以
降
︑
八
世
紀
の
貴
族
・
官
人
は
都
城
住
民
で
あ
り
な
が
ら
︑
一
方
の
足
は
依
然
と
し
て
農
村
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た（
（
（

︒

　

そ
の
た
め
︑
マ
ル
ク
ス
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
な
ど
の
社
会
的
分
業
に
よ
る
農
村
か
ら
の
分
離
・
独
立
を
も
っ
て
都
市
と
す
る
と
い
う
考
え
に
照
ら

し
合
せ（

（
（

︑
住
民
で
あ
る
貴
族
・
官
人
が
本
拠
地
で
あ
る
農
村
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
な
い
藤
原
京
・
平
城
京
は
︑
都
市
と
し
て
未
熟
と

み
な
さ
れ
て
き
た（

（
（

︒

　

ま
た
︑
関
晃
・
青
木
和
夫
氏
は
︑
都
城
は
律
令
制
度
と
い
う
中
央
集
権
的
政
治
機
構
に
の
み
依
存
す
る
限
り
︑
発
展
性
を
持
つ
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
︑
建
設
直
後
か
ら
衰
運
に
向
う
が
︑
日
本
の
都
城
生
活
が
崩
れ
な
か
っ
た
の
は
︑
平
城
京
の
貴
族
・
官
人
た
ち
が
純
粋
な
都
市
生
活
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者
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
︑
一
方
の
足
は
農
村
に
置
い
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
と
論
じ
る（

（
（

︒

　

た
だ
し
︑
薗
田
氏
も
︑
関
・
青
木
氏
も
研
究
当
時
の
史
料
的
制
約
を
受
け
た
せ
い
で
︑
唐
制
を
考
察
射
程
に
入
れ
て
議
論
を
す
す
め
て
は
い

な
い
︒

　

実
際
に
は
︑
都
城
に
居
住
す
る
貴
族
・
官
人
が
農
村
に
一
方
の
足
を
置
く
と
い
う
あ
り
方
は
︑
日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
︑
唐
で
も
行
わ

れ
て
い
た
︒
す
な
わ
ち
︑
唐
で
も
貴
族
・
官
人
は
農
繁
期
に
田
仮
と
授
衣
仮
が
支
給
さ
れ
︑
郷
土
の
荘
園
に
帰
っ
て
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
唐
の
長
安
城
は
農
村
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
︑
一
方
で
国
家
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
核
を
な

す
人
口
集
中
地
で
あ
り
︑
都
市
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

︒

　

農
村
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
日
中
の
都
城
が
︑
都
市
と
し
て
の
評
価
が
真
逆
な
の
は
︑
先
述
の
と
お
り
︑
こ
れ
ま
で
日
本
史
と
中
国
史
が

個
々
に
研
究
を
行
っ
た
た
め
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
両
国
の
貴
族
・
官
人
が
同
じ
よ
う
に
故
郷
に
お
け
る
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
事
実
は
留

意
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

　

ま
た
︑
マ
ル
ク
ス
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
都
市
論
の
も
と
と
な
っ
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
と
異
な
り
︑
古
代
東
ア
ジ
ア
の
都
城
は
市
と
い
う
経

済
拠
点
で
は
な
く
都
と
い
う
政
治
拠
点
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
政
治
の
中
心
で
あ
る
王
城
の
位
置
を
決
め
︑
そ
の
周
囲
に
街
区
を
造
営

し
︑
王
城
に
出
仕
す
る
貴
族
・
官
人
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
集
住
し
た
︒
そ
の
た
め
︑
都
城
と
い
う
空
間
を
維
持
す
る
た

め
に
は
農
村
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ず
︑
都
城
と
農
村
は
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
マ
ル
ク
ス
と
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
都
市
概
念
に
合
わ
せ
て
東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
市
を
考
え
る
の
で
は
な
く
︑
都
城
の
特
質
を
踏
ま
え
た
上
で
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
の

定
義
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
︒　

　

そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
︑
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
唐
に
お
け
る
都
城
と
農
村
の
関
係
に
関
す
る
比
較
検
討
を
行
い
︑
古
代
東
ア
ジ

ア
の
都
市
で
あ
る
都
城
の
都
市
と
し
て
の
特
質
を
解
明
す
る
︒
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第
一
章　

日
本
古
代
に
お
け
る
都
城
と
農
村

（
１
）
日
本
令
に
み
え
る
田
仮
規
定

　

ま
ず
︑
日
本
令
に
み
え
る
田
仮
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

　　

史
料
１　

養
老
仮
寧
令
１
給
休
仮
条

凡
在
京
諸
司
︑
毎
二
六
日
一︑
並
給
二
休
仮
一
日
一︒
中
務
︑
宮
内
︑
供
奉
諸
司
︑
及
五
衛
府
︑
別
給
二
仮
五
日
一︒
不
レ
依
二
百
官
之
例
一︒
五
月

八
月
給
二
田
仮
一︑
分
為
二
両
番
一︒
各
十
五
日
︒
其
風
土
異
レ
宜
︑
種
収
不
レ
等
︑
通
随
レ
便
給
︒
外
官
不
レ
在
二
此
限
一︒

　

史
料
１
の
傍
線
部
に
は
︑
五
月
と
八
月
に
一
五
日
間
の
田
仮
と
い
う
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

そ
の
田
仮
の
支
給
対
象
は
︑﹁
外
官
不
レ
在
二
此
限
一
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
京
官
に
限
定
さ
れ
て
い
た
︒
そ
し
て
︑﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
給

休
仮
条
所
引
古
記
に
は
﹁
諸
司
以
下
衛
府
以
上
﹂
と
あ
り
︑
同
朱
記
に
は
﹁
五
月
八
月
給
二
田
仮
一
者
︑
未
レ
知
︒
此
亦
史
生
使
部
等
皆
同
不
︒

答
︑
不
レ
可
レ
給
者
︒
額
同
也
﹂
と
み
え
︑
職
事
官
の
み
に
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
一
ヵ
月
を

上
一
五
日
︑
下
一
五
日
の
二
つ
に
分
け
︑
交
替
で
田
仮
を
と
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
︒

　

加
え
て
︑﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
２
定
省
仮
条
と
同
所
引
令
釈
・
古
記
・
跡
記
に
は
︑
田
仮
で
父
母
の
い
る
家
に
行
っ
た
も
の
は
定
省
仮
を
も

ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
あ
り
︑
田
仮
で
は
故
郷
（
本
拠
地
（
に
赴
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
︒
つ
ま
り
︑
都
城
に
居
住
す
る
官
人
は
︑
種

植
と
収
穫
の
時
期
に
本
拠
地
へ
赴
き
農
業
に
従
事
す
る
た
め
の
各
一
五
日
間
の
休
仮
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
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史
料
２　

養
老
学
令
20
放
田
仮
条

凡
大
学
国
学
生
︑
毎
レ
年
五
月
︑
放
二
田
仮
一︒
九
月
放
二
授
衣
仮
一︒
其
路
遠
者
︑
仍
斟
量
給
二
往
還
程
一︒

　

史
料
２
に
は
︑
大
学
と
国
学
の
学
生
が
五
月
に
田
仮
を
︑
九
月
に
授
衣
仮
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
田
仮
と
授
衣
仮

の
日
数
は
不
明
だ
が
︑
郷
が
遠
い
場
合
は
そ
の
往
還
の
旅
程
も
考
慮
し
て
休
仮
が
与
え
ら
れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑﹃
令
義
解
﹄
医
疾
令
15
医
針
生
等
不
得
雑
使
条
に
は
︑
医
生
︑
針
生
︑
按
摩
生
︑
呪
禁
生
に
つ
い
て

　
　

旬
仮
及
田
仮
・
授
衣
仮
等
︑
並
准
二
大
学
生
一︒

と
︑
大
学
生
に
准
じ
て
田
仮
・
授
衣
仮
は
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
み
え
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
学
令
で
は
都
城
に
居
住
す
る
諸
生
も
農
繁
期
に
は
休

仮
が
与
え
ら
れ
故
郷
に
赴
き
︑
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
大
学
寮
の
博
士
に
つ
い
て
︑﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
所
引
令
釈
に
は
﹁
休
仮
︑
釈
見
二
学
令
一︒
其
大
学
典
薬
等
博
士
與
二
学

生
一
同
﹂
と
あ
り
︑
休
仮
は
学
生
と
同
じ
と
あ
る
︒
さ
ら
に
同
額
記
を
み
る
と
︑

大
学
博
士
等
具
放
二
学
生
一
給
レ
仮
︒
不
レ
依
二
諸
司
之
例
一︒
何
者
︑
博
士
給
二
八
月
十
五
日
仮
一
者
︑
誰
人
教
レ
生
︒
又
学
生
退
二
授
衣
仮
一
之

間
、
縦
有
二
博
士
一
行
二
何
事
一︒

と
︑
大
学
寮
の
博
士
等
は
学
生
と
と
も
に
休
仮
を
も
ら
い
︑
諸
司
の
例
︑
す
な
わ
ち
仮
寧
令
１
条
に
依
ら
な
い
と
あ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
根
拠

と
し
て
︑
博
士
が
八
月
に
一
五
日
間
の
田
仮
を
取
得
し
た
ら
誰
が
学
生
に
教
え
る
の
か
︑
ま
た
︑
学
生
が
九
月
の
授
衣
仮
の
間
︑
博
士
は
何
を

行
う
の
か
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
大
学
寮
の
博
士
に
は
仮
寧
令
１
条
で
は
な
く
学
令
20
条
が
適
用
さ
れ
て
い
た
と
解
せ
る（

（
（

︒

　

さ
ら
に
︑﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
所
引
朱
記
に
よ
れ
ば
︑
医
博
士
︑
針
博
士
︑
暦
博
士
︑
天
文
博
士
︑
歌
儛
師
に
も
田
仮
が
支
給

さ
れ
て
い
た
︒
彼
ら
も
学
生
に
教
授
す
る
職
務
で
あ
り
︑
前
述
し
た
よ
う
に
医
生
︑
針
生
に
も
田
仮
・
授
衣
仮
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
︑
医
博
士
等
も
学
令
20
条
が
適
用
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
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以
上
か
ら
︑
日
本
令
で
は
︑
京
官
の
職
事
官
︑
大
学
寮
や
典
薬
寮
な
ど
の
博
士
・
学
生
等
の
都
城
住
民
に
対
し
て
︑
農
繁
期
に
田
仮
（
授
衣

仮
（
を
支
給
し
︑
本
拠
地
へ
行
き
農
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

︒

（
２
）
日
本
に
お
け
る
田
仮
規
定
の
受
容

　

そ
れ
で
は
︑
田
仮
（
授
衣
仮
（
制
度
は
︑
い
つ
日
本
に
お
い
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒

　

史
料
３　

大
宝
仮
寧
令
１
給
休
仮
条

凡
在
京
諸
司

○

○

○

○

︑
毎○
二
六
日

○

○
一︑
並
給

○

○
二
休
仮
一
日

○

○

○

○
一︒
中
務

○

○

︑8

宮
内

○

○

︑8

供
奉
諸
司

○

○

○

○

︑8

及
五
衛
府

○

○

○

○

︑8

別
給

○

○
二
仮
五
日

○

○

○
一︒
不
レ
依
二
百
官
之
例
一︒
五
月

○

○

八
月
給

○

○

○
二
田
仮

○

○
一︒
分
為

○

○
二
両
番

○

○
一︑
各
十
五
日

○

○

○

○

︒8

其○

風郷
土
異

○

○
レ
宜○

︑8

種
収
不

○

○

○
レ
等○

︑8

通
随

○

○
レ
便
給

○

○

︒8

外
官
不

○

○

○
レ
在○
二
此
限

○

○
一︒

　

史
料
３
は
︑
古
記
か
ら
復
原
し
た
大
宝
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
で
︑
史
料
１
の
養
老
令
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

︒
し
た
が
っ

て
︑
大
宝
元
年
（
七
〇
一
（
に
は
官
人
に
田
仮
が
支
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

︒

　

史
料
４　

天
聖
仮
寧
令
宋
１
～
３
条

　
　

宋
１　

元
日
︑
冬
至
︑
寒
食
︑
各
給
二
仮
七
日
一︒︿
前
後
各
三
日
︒﹀

　　
　

宋
２　

 

天
慶
︑
先
天
︑
降
聖
︑
乾
元
︑
長
寧
︑
上
元
︑
夏
至
︑
中
元
︑
下
元
︑
臘
等
節
︑
各
給
二
仮
三
日
一︒︿
前
後
各
一
日
︑
長
寧
節
惟
二

京
師
一
給
レ
仮
︒﹀
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宋
３　

 

天
祺
︑
天
貺
︑
人
日
︑
中
和
節
︑
春
秋
社
︑
三
月
上
已
︑
重
五
︑
三
伏
︑
七
夕
︑
九
月
朔
授
衣
︑
重
陽
︑
立
春
︑
春
分
︑
立
秋
︑

秋
分
︑
立
夏
︑
立
冬
︑
諸
大
忌
日
及
毎
レ
旬
︑
並
給
二
休
仮
一
日
一︒︿
若
公
務
急
速
︑
不
レ
在
二
此
限
一︒﹀

史
料
５　

天
聖
仮
寧
令
不
行
唐
１
条

諸
内
外
官
︑
五
月
給
二
田
仮
一︑
九
月
給
二
授
衣
仮
一︑
分
為
二
両
番
一︒
各
十
五
日
︒
其
田
仮
︑
若
風
土
異
レ
宜
︑
種
収
不
レ
等
︑
並
随
レ
便
給
之
︒

　

右
の
史
料
４
・
５
は
︑
日
本
令
の
仮
寧
令
１
条
に
対
応
す
る
天
聖
仮
寧
令
で
あ
る
︒
史
料
４
は
︑
節
日
の
休
暇
で
あ
る
節
仮
と
定
期
休
仮
で

あ
る
﹁
旬
仮
﹂（
一
〇
日
ご
と
の
休
仮
（
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
︑
史
料
５
は
︑
五
月
の
田
植
時
期
に
支
給
さ
れ
る
休
仮
で
あ
る
田
仮
と
九

月
の
収
穫
時
期
に
与
え
ら
れ
る
休
仮
で
あ
る
授
衣
仮
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
史
料
５
が
不
行
唐
令
で
あ
る
こ
と
︑﹃
太
平
御
覧
﹄
巻
六
三
四
急
仮
に
も
﹁
仮
寧
令
曰
︑
諸
内
外
官
︑
五
月
給
二
田
仮
一︑
九
月
給
二
受

（
授
（
衣
仮
一︑
為
二
両
番
一︑
各
十
五
日
︒
田
仮
︑
若
風
土
異
レ
宜
︑
種
収
不
レ
等
︑
通
随
給
レ
之
﹂
と
︑﹁
諸
﹂
字
を
つ
け
て
一
条
に
立
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
唐
令
で
は
田
仮
と
授
衣
仮
に
関
す
る
規
定
が
独
立
し
た
一
条
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た（
（（
（

︒
し
た
が
っ
て
︑
養
老
仮
寧
令

１
条
は
︑
唐
仮
寧
令
の
旬
仮
に
関
す
る
条
文
と
田
仮
（
授
衣
仮
（
に
関
す
る
条
文
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

つ
い
で
︑
唐
仮
寧
令
か
ら
養
老
仮
寧
令
１
条
へ
の
継
受
の
詳
細
を
み
て
い
く
︒

　

ま
ず
︑
唐
令
の
節
仮
規
定
は
︑
日
本
の
仮
寧
令
で
は
継
受
さ
れ
ず
︑
節
日
の
み
受
容
し
て
日
本
令
独
自
の
雑
令
40
諸
節
日
条
を
立
て
ら
れ

た（
（1
（

︒

　

次
に
︑
養
老
仮
寧
令
１
条
で
は
︑
唐
令
の
定
期
休
仮
の
﹁
旬
仮
﹂
が
﹁
六
仮
﹂（
一
ヵ
月
五
日
の
休
仮
（
に
改
変
さ
れ
て
い
る
︒

　

宋
の
高
承
は
︑
旬
仮
に
つ
い
て
﹃
唐
会
要
﹄
巻
八
二
休
仮
の
﹁
永
徽
三
年
二
月
十
一
日
︑
上
以
二
天
下
無
一レ
慮
︑
百
司
務
簡
︑
毎
レ
至
レ
旬
仮
︑

許
不
レ
視
レ
事
︑
以
与
二
百
僚
休
沐
一
﹂
と
い
う
記
事
を
引
い
て
旬
仮
が
唐
代
に
始
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
永
徽
令
よ
り
後
に
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旬
仮
の
規
定
が
仮
寧
令
に
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う（
（1
（

︒
そ
し
て
︑
日
本
で
は
七
世
紀
前
半
に
中
国
の
伝
統
的
な
六
仮
が
導
入
さ
れ
定
着
が
進
ん
で

い
た
た
め
︑
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
政
務
運
営
上
︑
困
難
で
あ
り
︑
日
本
令
で
は
﹁
六
仮
﹂
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（1
（

︒

　

最
後
に
︑
田
仮
と
授
衣
仮
は
日
本
令
で
は
京
官
の
み
に
限
定
し
︑
収
穫
期
の
休
仮
を
﹁
九
月
﹂
か
ら
﹁
八
月
﹂
に
︑
ま
た
名
称
を
﹁
授
衣

仮
﹂
か
ら
﹁
田
仮
﹂
へ
変
更
し
て
い
る
も
の
の
︑
基
本
的
に
史
料
５
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
唐
令
を
そ
っ
く
り
継
受
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

こ
れ
ま
で
の
日
唐
仮
寧
令
の
比
較
研
究
は
︑
日
本
令
で
削
除
さ
れ
た
節
仮
や
︑
古
代
日
本
の
定
期
休
仮
が
旬
仮
で
は
な
く
六
仮
で
あ
る
点
に

着
目
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た（

15
（

︒

　

だ
が
︑
日
本
令
で
は
節
仮
は
受
容
さ
れ
ず
︑
定
期
休
仮
規
定
は
大
き
く
改
変
さ
れ
つ
つ
継
受
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
︑
田
仮
（
授
衣
仮
（
だ

け
が
︑
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
都
城
に
居
住
す
る
官
人
と
農
村
の
関
係
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
も
の
と
い
え
よ

う
︒

　

た
だ
し
︑﹁
授
衣
仮
﹂
と
い
う
語
は
養
老
学
令
20
放
田
仮
条
（
史
料
２
（
に
み
え
︑
日
本
令
に
も
存
在
す
る（
（1
（

︒
そ
れ
で
は
︑
日
本
令
の
仮
寧

令
１
給
休
仮
条
は
﹁
授
衣
仮
﹂
の
語
を
継
受
せ
ず
︑
田
植
・
収
穫
期
の
休
仮
を
﹁
田
仮
﹂
と
い
う
語
に
統
一
し
た
の
だ
ろ
う
か
︑
そ
の
要
因
と

背
景
を
検
討
す
る
︒

　

そ
こ
で
︑
畿
内
と
畿
外
の
田
植
・
稲
刈
の
時
期
に
着
目
す
る
と
︑﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
所
引
古
記
に
︑

其
郷
土
異
レ
宜
︑
種
収
不
レ
等
︑
通
随
レ
便
給
︑
謂
添
下
郡
︑
平
群
郡
等
四
月
種
︑
七
月
収
︒
葛
上
︑
葛
下
︑
内
等
郡
五
月
六
月
種
︒
八
月

九
月
収
之
類
是
︒

と
み
え
︑
田
植
時
期
が
大
和
国
添
下
郡
・
平
群
郡
で
は
四
月
︑
葛
上
・
葛
下
・
宇
智
郡
で
は
五
月
・
六
月
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹃
続
日
本
紀
﹄
延
暦
七
年
（
七
八
八
（
四
月
戊
子
（
一
一
日
（
条
に
は
︑

勅
二
五
畿
内
一︑
頃
者
︑
亢
旱
累
レ
月
︑
溝
池
乏
レ
水
︒
百
姓
之
間
︑
不
レ
得
二
耕
種
一︒
宜
下
仰
二
所
司
一︑
不
レ
問
二
王
臣
家
一︑
田
有
レ
水
之
処
︑
恣

任
二
百
姓
一︑
権
令
二
播
種
一︑
勿
上レ
失
二
農
時
一︒
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と
あ
り
︑
五
畿
内
で
雨
が
降
ら
ず
水
が
乏
し
く
︑
百
姓
が
﹁
耕
種
﹂
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
︑﹁
農
時
﹂
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
た

め
︑
王
臣
家
の
田
で
あ
っ
て
も
水
の
あ
る
と
こ
ろ
を
開
放
し
︑
百
姓
ら
に
﹁
播
種
﹂
さ
せ
る
と
あ
る
︒
そ
し
て
︑
五
月
己
酉
（
二
日
（
条
に

は
︑
祈
雨
の
効
果
が
あ
っ
て
大
雨
が
降
り
﹁
耕
殖
﹂
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
え
る
こ
と
か
ら
︑
畿
内
に
お
け
る
田
植
時
期
は
四
～
六
月
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

畿
外
は
︑
持
統
六
年
（
六
九
二
（
に
三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂
が
農
時
に
あ
た
る
の
で
三
月
の
伊
勢
行
幸
の
取
止
め
を
諫
言
し
て
お
り（
（1
（

︑
伊
勢
で

は
三
月
に
田
植
︑
も
し
く
は
そ
の
前
段
階
の
田
お
こ
し
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
︑
畿
内
外
で
田
植
時
期
に
大
き
な
差
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
︒

　

つ
い
で
︑
収
穫
時
期
を
み
て
い
く
︒﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
所
引
古
記
に
よ
れ
ば
︑
添
下
郡
・
平
群
郡
は
七
月
︑
葛
上
・
葛
下
・

宇
智
郡
は
八
月
・
九
月
と
あ
り
︑
畿
内
の
収
穫
時
期
は
七
～
九
月
だ
っ
た
こ
と
が
推
し
量
れ
る
︒

　

一
方
︑
畿
外
の
収
穫
時
期
は
︑﹃
令
義
解
﹄
田
令
２
田
租
条
に
﹁
収
穫
者
︑
収
歛
也
︒
穫
苅
也
︒
早
晩
者
︑
九
月
為
レ
早
︑
十
一
月
為
レ
晩

也
﹂
と
あ
り
︑
早
い
地
域
で
は
九
月
︑
遅
い
地
域
で
は
一
一
月
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
︑
滋
賀
県
高
島
市
の
鴨
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
木
簡（
（1
（

に
は
︑
当
地
の
荘
園
に
お
い
て
貞
観
一
五
年
（
八
七
三
（
九
月
一
七
日
か
ら
一
〇
月
初
旬
頃
ま
で
稲
刈
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
畿
外
で
は
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
期
間
が
収
穫
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

日
本
令
は
︑
唐
令
と
異
な
り
田
仮
の
支
給
対
象
を
京
官
の
職
事
官
に
限
定
し
て
い
る
︒
彼
ら
の
田
の
多
く
は
畿
内
に
あ
り
︑
前
述
の
よ
う
に
︑

そ
の
収
穫
時
期
は
七
～
九
月
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
唐
令
の
﹁
九
月
﹂
を
日
本
令
で
は
畿
内
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
﹁
八
月
﹂
に
改
変
し

た
と
推
察
さ
れ
る
︒
そ
れ
に
と
も
な
い
︑
収
穫
期
の
休
仮
の
名
称
を
九
月
に
冬
衣
を
支
給
す
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
﹁
授
衣
仮
﹂
の
ま
ま
で
は

お
か
し
い
た
め（
（1
（

︑﹁
田
仮
﹂
と
い
う
語
に
統
一
し
た
と
推
量
さ
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
日
本
の
実
情
に
即
し
た
改
変
は
︑
田
仮
が
実
際
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
︒

　

そ
れ
で
は
︑
田
仮
は
い
つ
日
本
に
お
い
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒
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大
宝
令
以
前
の
田
仮
に
関
す
る
史
料
は
な
く
︑
唐
令
で
の
田
仮
・
授
衣
仮
規
定
が
明
確
な
も
の
は
開
元
二
五
年
令
と
考
え
ら
れ
て
い
る
史
料

５
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
大
宝
仮
寧
令
と
対
応
す
る
史
料
５
が
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
︑
大
宝
令
の
藍
本
で
あ
っ
た
永
徽
令
に
も

同
様
の
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る（
11
（

︒

　

ま
た
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
持
統
三
年
四
月
己
酉
（
二
七
日
（
条
に
は
︑﹁
詔
︑
諸
司
仕
丁
︑
一
月
放
二
仮
四
日
一
﹂
と
︑
諸
司
の
仕
丁
が
一
ヵ
月

に
仮
四
日
を
支
給
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
七
世
紀
後
半
に
は
仕
丁
を
指
揮
し
仕
事
を
さ
せ
る
官
人
の
休
仮
も
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る（
1（
（

︒
さ

ら
に
︑
飛
鳥
浄
御
原
令
が
諸
官
司
に
頒
布
さ
れ
た
の
は
︑
同
年
六
月
で
あ
る
こ
と
か
ら（
11
（

︑
仕
丁
の
仮
に
関
す
る
記
事
は
浄
御
原
令
に
あ
る
官
人

の
仮
の
規
定
を
補
足
し
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

　

そ
し
て
︑
浄
御
原
令
頒
布
の
翌
年
の
持
統
四
年
に
は
藤
原
京
に
遷
都
し
︑
五
年
に
は
王
か
ら
無
位
に
至
る
ま
で
の
官
人
に
対
し
て
宅
地
班
給

を
行
い
︑
藤
原
京
へ
集
住
さ
せ
て
い
る
︒
こ
の
藤
原
京
へ
の
集
住
に
よ
り
︑
官
人
ら
が
本
拠
地
の
農
業
経
営
を
行
う
の
に
支
障
が
起
き
る
こ
と

は
建
設
段
階
か
ら
当
然
想
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
藤
原
京
の
造
営
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
飛
鳥
浄
御
原
令
の
編
纂
に
お
い
て

唐
令
に
み
え
る
農
繁
期
に
官
人
に
ま
と
ま
っ
た
休
仮
を
支
給
す
る
田
仮
の
規
定
を
継
受
し
た
と
思
わ
れ
る（
11
（

︒

　

し
た
が
っ
て
︑
日
本
令
の
田
仮
を
は
じ
め
と
す
る
官
人
の
定
期
休
仮
規
定
は
︑
七
世
紀
前
半
に
入
っ
て
き
た
中
国
の
令
を
も
と
に
日
本
の
実

情
に
合
わ
せ
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
受
容
背
景
に
は
︑
日
本
の
都
城
制
の
導
入
に
よ
る
官
人
の
集
住
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

第
二
章　

八
世
紀
の
官
人
と
農
村

（
１
）
職
事
官

　
　
﹃
続
日
本
紀
﹄
大
宝
元
年
五
月
己
卯
（
七
日
（
条
に
は
︑
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勅
︑
一
位
已
下
賜
二
休
暇
一︑
不
レ
得
レ
過
二
十
五
日
一︒
唯
大
納
言
已
上
不
レ
在
二
聴
限
一︒

と
あ
り
︑
一
位
以
下
の
官
人
が
休
暇
を
賜
う
場
合
は
一
五
日
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
が
︑
大
納
言
以
上
は
聴
の
限
り
で
は
な
い
と
あ
る
︒
こ
れ
は

大
宝
令
施
行
直
前
に
出
さ
れ
た
勅
で
あ
り
︑
一
位
以
下
の
官
人
の
休
仮
が
﹁
十
五
日
﹂
を
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
︑
そ
し
て
五
月
に
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
大
宝
仮
寧
令
１
条
の
﹁
田
仮
﹂
規
定
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
11
（

︒

　

ま
た
︑﹃
万
葉
集
﹄
巻
六
︱
一
〇
二
六
首
は
︑

　
　

秋
八
月
二
十
日
に
︑
右
大
臣
橘
家
に
宴
す
る
歌
四
首

　

も
も
し
き
の　

大
宮
人
は　

今
日
も
か
も　

暇
を
な
み
と　

里
に
出
で
ざ
ら
む

　
　

右
の
一
首
︑
右
大
臣
傳
へ
て
云
は
く
︑
故
豊
嶋
采
女
の
歌
な
り

天
平
一
一
年
（
七
四
〇
（
八
月
二
〇
日
に
橘
諸
兄
宅
の
宴
に
お
い
て
﹁
大
宮
人
は
今
日
も
ま
た
暇
が
な
い
か
ら
と
里
へ
は
行
か
な
い
の
だ
ろ

う
﹂
と
豊
嶋
采
女
が
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
本
首
に
つ
い
て
︑
薗
田
氏
は
︑
田
仮
で
ひ
っ
そ
り
閑
と
し
た
み
や
こ
の
中
で
慣
わ
し
（
本
拠
地
に

帰
り
農
業
に
従
事
す
る
（
に
背
い
た
都
ぶ
り
を
誇
っ
た
も
の
と
捉
え
る（
12
（

︒
こ
の
よ
う
に
︑
薗
田
氏
以
来
︑
都
城
に
宅
を
持
つ
奈
良
時
代
の
官
人

は
︑
各
地
に
庄
を
持
ち
︑
都
城
と
農
村
の
両
方
に
足
を
お
き
往
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た（
11
（

︒

　

だ
が
︑
果
た
し
て
官
人
達
は
令
の
規
定
通
り
農
繁
期
に
本
拠
地
に
行
き
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
︑
そ
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
︒

（
ａ
）
長
屋
王
家

　

平
城
京
の
長
屋
王
邸
跡
か
ら
出
土
し
た
﹃
平
城
京
木
簡
﹄
二
︱
一
七
一
二
号
に
は
︑

　
　

・
当
月
廿
一
日
御
田
苅
竟
大
御
飯
米
倉
古
稲

　
　

・
移
依
而
不
得
収
故
卿
等
急
下
坐
宜
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×1 4

×2

　

011　

　　
﹁
当
月
二
一
日
︑
御
田
刈
り
竟お
わ

れ
り
︒
大お
お

御み

飯け

の
米
倉
は
古
稲
を
移
す
に
依
り
て
︑
収
む
る
こ
と
を
得
ず
︒
故
に
︑
卿
等
急
ぎ
下
り
坐
す
宜

し
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
御
田
の
収
穫
作
業
の
終
了
報
告
と
米
倉
へ
の
収
納
に
つ
い
て
長
屋
王
家
の
中
枢
部
の
役
人
で
あ
る
﹁
卿
等
﹂
の
下
行

を
求
め
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
︒
こ
の
木
簡
か
ら
︑
長
屋
王
家
で
は
︑
収
穫
期
に
長
屋
王
や
そ
の
家
族
が
農
村
に
直
接
赴
い
て
収
穫
作
業
・
収

納
等
の
指
示
・
監
督
を
行
う
の
で
は
な
く
︑
家
政
機
関
の
中
枢
部
の
人
間
を
現
地
に
派
遣
さ
せ
て
経
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
11
（

︒
し
た

が
っ
て
︑
長
屋
王
家
は
元
来
の
本
拠
地
を
所
有
し
て
い
た
も
の
の
︑
主
人
で
あ
る
長
屋
王
が
田
庄
の
経
営
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
︒

（
ｂ
）
大
伴
氏

　

左
掲
の
﹃
万
葉
集
﹄
か
ら
︑
大
伴
氏
が
大
和
国
に
竹
田
庄
・
跡
見
庄
と
い
う
庄
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

こ
れ
ら
の
庄
は
︑
墾
田
永
年
私
財
法
よ
り
前
に
あ
る
こ
と
か
ら
（
①
～
③
（︑
古
く
か
ら
の
大
伴
氏
の
庄
で
あ
り
︑
位
田
や
氏
人
・
家
人
・

奴
婢
へ
の
口
分
田
な
ど
大
伴
氏
一
族
に
班
給
さ
れ
る
田
に
振
り
向
け
た
も
の
で
︑
大
伴
一
族
に
班
給
さ
れ
た
位
田
・
賜
田
・
口
分
田
等
の
経
営

拠
点
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
11
（

︒

︹
竹
田
庄
︺

　

①
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
五
九
二
首 

　
　
　

大
伴
坂
上
郎
女
︑
竹
田
庄
で
作
る
歌
二
首

　
　
　
　

然
と
あ
ら
ぬ　

五い

百ほ

代し
ろ

小
田
を  

刈
り
乱
り　

田た

蘆ぶ
せ

に
居
れ
ば　

京み
や
こ師
し
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　

右
︑
天
平
十
一
年
己
卯
秋
九
月
に
作
る
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②
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
六
一
九
首 

　
　
　

大
伴
家
持
︑
姑
坂
上
郎
女
の
竹
田
庄
に
至
り
て
作
る
歌
一
首

　
　
　
　

玉
桙
の　

道
は
遠
け
ど　

は
し
き
や
し　

妹
を
相
見
に　

出
で
て
そ
我
が
来
し

　

③
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
六
二
〇
首 

　
　
　

大
伴
坂
上
郎
女
和こ
た

へ
る
歌
一
首 

　
　
　
　

あ
ら
た
ま
の　

月
立
つ
ま
で
に　

来
ま
さ
ね
ば　

夢
に
し
見
つ
つ　

思
ひ
そ
我
が
せ
し

　
　
　
　
　
　

右
の
二
首
︑
天
平
十
一
年
己
卯
秋
八
月
に
作
る

　

④
﹃
万
葉
集
﹄
巻
四
︱
七
六
〇
首 

　
　
　

大
伴
坂
上
郎
女
︑
竹
田
庄
よ
り
女
子
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首

　
　
　
　

う
ち
渡
す　

竹
田
の
原
に　

鳴
く
鶴
の　

間
な
く
時
な
し　

我
が
恋
ふ
ら
く
は

　

⑤
﹃
万
葉
集
﹄
巻
四
︱
七
六
一
首

　
　
　
　

早
川
の　

瀬
に
居
る
鳥
の　

よ
し
を
な
み　

思
ひ
て
あ
り
し　

我
が
子
は
も
あ
は
れ

︹
跡
見
庄
︺

　

⑥
﹃
万
葉
集
﹄
巻
四
︱
七
二
三
首
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大
伴
坂
上
郎
女
︑
跡
見
庄
よ
り
︑
宅
に
留
ま
れ
る
女
子
大
嬢
に
賜
ふ
歌
一
首
︿
并
せ
て
短
歌
﹀

　
　

常
世
に
と　

我
が
行
か
な
く
に　

小
金
門
に　

も
の
悲
し
ら
に　

思
へ
り
し　

我
が
子
の
刀
自
を　

ぬ
ば
た
ま
の　

夜
昼
と
い
は
ず

　
　

思
ふ
に
し　

わ
が
身
は
痩
せ
ぬ　

嘆
く
に
し　

袖
さ
へ
濡
れ
ぬ　

か
く
ば
か
り　

も
と
な
し　

恋
ひ
ば　

故
郷
に　

こ
の
月
ご
ろ
も

　
　

あ
り
か
つ
ま
し
じ

　

⑦
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
五
四
九
首 

　
　
　

典
鋳
正
紀
朝
臣
鹿
人
︑
衛
門
大
尉
大
伴
宿
祢
稲
公
の
跡
見
庄
に
至
り
て
作
る
歌
一
首

　
　
　
　

射
目
立
て
て　

跡
見
の
岡
辺
の　
な
で
し
こ
が
花　

ふ
さ
手
折
り　

我
は
待
ち
て
行
く　

奈
良
人
の
た
め

　

⑧
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
五
六
〇
首 

　
　
　

大
伴
坂
上
郎
女
︑
跡
見
田
庄
に
し
て
作
る
歌
二
首 

　
　
　
　

妹
が
目
を  

始
見
の
崎
の　

秋
萩
は　

こ
の
月
ご
ろ
は　

散
り
こ
す
な
ゆ
め

︹
不
明
︺

　

⑨
﹃
万
葉
集
﹄
巻
二
〇
︱
四
三
〇
二
首

　
　
　

三
月
十
九
日
︑
家
持
が
庄
の
門
の
槻
樹
の
下
に
し
て
宴
飲
す
る
歌
二
首

　
　
　
　

山
吹
は　

撫
で
つ
つ
生お

ほ
さ
む　

あ
り
つ
つ
も　

君
来
ま
し
つ
つ　

か
ざ
し
た
り
け
り

　
　
　
　
　

右
の
一
首
︑
置
始
連
長
谷
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⑩
﹃
万
葉
集
﹄
巻
二
〇
︱
四
三
〇
三
首

　
　
　

我
が
背
子
が　

や
ど
の
山
吹　

咲
き
て
あ
ら
ば　

止
ま
ず
通
は
む　

い
や
年
の
は
に

　
　
　
　

右
の
一
首
︑
長
谷
︑
花
を
攀よ

じ
︑
壺
を
提と

り
て
到き

来た

る
︒
是
に
因
り
て
︑
大
伴
宿
祢
家
持
こ
の
歌
を
作
り
て
和こ
た

ふ
︒

　

①
～
⑤
は
竹
田
庄
に
︑
⑥
～
⑧
は
跡
見
庄
に
関
わ
る
歌
で
あ
る（
11
（

︒
⑨
⑩
を
歌
っ
た
庄
は
わ
か
ら
な
い
が
︑
②
で
は
大
伴
家
持
が
竹
田
庄
を
訪

れ
て
お
り
︑
こ
の
田
庄
は
大
伴
氏
共
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
竹
田
な
い
し
跡
見
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（
11
（

︒
こ
れ
ら

の
歌
は
︑
家
持
︑
稲
公
︑
坂
上
郎
女
な
ど
の
大
伴
氏
の
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
︑
歌
の
内
容
や
季
節
か
ら
︑
彼
ら
が
春
と
秋
に
都
か
ら
田
庄
に

出
向
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

　

ま
た
︑
①
～
③
か
ら
︑
坂
上
郎
女
が
天
平
一
一
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
竹
田
庄
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
八
・
九
月
は
稲
の
収
穫
時
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
坂
上
郎
女
は
こ
れ
を
指
揮
す
る
た
め
︑
竹
田
庄
へ
一
定
期
間
滞
在
し
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
①
の
﹁
田

盧
﹂
は
︑
坂
上
郎
女
が
下
向
し
て
庄
務
を
執
る
貴
族
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
や
付
属
施
設
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る（
1（
（

︒

　

②
で
は
︑
甥
の
家
持
が
坂
上
郎
女
に
対
し
て
﹁
道
は
遠
い
け
れ
ど
︑
お
優
し
い
あ
な
た
に
お
見
に
か
か
り
に
出
か
け
て
参
り
ま
し
た
﹂
と

歌
っ
て
お
り
︑
天
平
一
一
年
八
月
に
家
持
が
竹
田
庄
へ
来
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
当
時
︑
家
持
は
内
舎
人
で
︑
内
舎
人
は
長
上
官
扱
い
で
あ

る
こ
と
か
ら（
11
（

︑
仮
寧
令
１
条
の
田
假
の
支
給
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
︑
加
え
て
八
月
は
田
假
の
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
を
取
得
し

て
赴
い
た
可
能
性
が
推
量
さ
れ
る
︒

　

⑦
は
︑
紀
朝
臣
鹿
人
が
跡
見
庄
を
訪
れ
た
時
に
歌
っ
た
詩
で
︑
旅
人
の
異
母
弟
で
坂
上
郎
女
の
同
母
弟
で
あ
る
大
伴
稲
公
が
こ
こ
に
滞
在
し

て
い
た
た
め
︑
何
ら
か
の
用
務
で
到
来
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る（
11
（

︒
こ
の
時
︑
稲
公
は
衛
門
大
尉
で
︑
天
平
一
三
年
一
二
月
に
は
従
五
位
下
で

因
幡
守
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら（
11
（

︑
⑦
は
そ
れ
以
前
だ
と
わ
か
る
︒
ま
た
︑
鹿
人
は
﹁
跡
見
の
岡
辺
の
撫
子
の
花
﹂
と
歌
っ
て
お
り
︑
な
で
し

こ
は
秋
の
花
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
稲
公
は
坂
上
郎
女
と
同
じ
よ
う
に
収
穫
に
関
係
し
て
跡
見
庄
に
来
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
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⑨
は
︑
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
（
三
月
一
九
日
に
大
伴
氏
の
庄
門
の
槻
木
の
下
の
宴
で
︑
置
始
連
長
谷
が
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
⑨
⑩
か

ら
︑
こ
の
時
︑
家
持
が
こ
の
田
庄
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
長
谷
は
︑
天
平
一
一
年
一
〇
月
に
皇
后
宮
で
の
維
摩
講
で
仏
前
唱
歌
の

歌
い
手
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら（
12
（

︑
森
公
章
氏
は
長
谷
が
唱
歌
師
と
し
て
宴
に
興
を
備
え
る
為
に
呼
ば
れ
た
と
考
え
︑
槻
木
の
宴
は
農
業
の
順

行
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（
11
（

︒

　

以
上
の
よ
う
に
︑
大
伴
氏
は
︑
坂
上
郎
女
・
家
持
な
ど
の
中
心
人
物
が
農
繁
期
に
平
城
京
か
ら
田
庄
へ
赴
き
︑
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
の

で
あ
る
︒

（
ｃ
）
宮
所
庄
木
簡
に
見
え
る
庄

　
﹃
藤
原
宮
木
簡
﹄
四
︱
一
八
〇
六
号
は
︑
某
庄
の
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
（
一
〇
月
の
稲
の
収
納
と
そ
の
後
翌
年
二
月
ま
で
の
支
出
に
関
す
る

記
録
が
書
か
れ
た
も
の
で
︑
い
わ
ば
出
納
簿
で
あ
る（
11
（

︒

　

前
半
部
分
は
︑
平
安
京
か
ら
や
っ
て
き
た
収
納
使
石
川
魚
主
に
よ
っ
て
弘
仁
元
年
度
の
本
庄
の
収
穫
料
量
が
検
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る（
11
（

︒
こ
の
木
簡
か
ら
︑
先
述
し
た
長
屋
王
家
木
簡
で
家
政
機
関
の
中
枢
部
の
人
間
を
呼
ん
だ
の
も
︑
収
穫
し
た
稲
の
検
収
を
行
っ
て

も
ら
う
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

　

後
半
部
分
に
は
︑
国
衙
へ
の
搬
入
︑
物
資
の
運
搬
︑
耕
作
者
へ
の
給
料
︑
庄
内
の
祭
祀
︑
冬
服
の
購
入
︑
出
挙
な
ど
翌
年
二
月
ま
で
の
諸
支

出
が
記
入
さ
れ
て
い
る
︒

　

本
木
簡
は
︑
藤
原
宮
跡
西
北
隅
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
︑
共
伴
し
た
木
簡
（﹃
藤
原
宮
木
簡
﹄
四
︱
一
八
〇
七
号
（
に
は
︑
こ
の
庄

の
﹁
京
上
米
﹂
に
関
す
る
記
載
が
み
え
る
︒
ま
た
︑
一
八
〇
六
号
木
簡
に
も
﹁
京
持
行
人
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
庄
の
所
有
者
（﹁
主
﹂（
は
平

安
京
に
居
住
し
て
お
り
︑
現
地
に
は
﹁
小
主
﹂
と
称
さ
れ
る
人
物
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
11
（

︒　

　

ま
た
︑
こ
の
木
簡
か
ら
︑
某
庄
に
は
垣
に
囲
ま
れ
て
門
を
構
え
た
庄
家
が
あ
り
︑
労
働
者
を
雇
用
し
て
水
田
の
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
な
庄
家
の
構
造
は
︑
大
伴
氏
の
﹁
田
盧
﹂
と
類
似
し
て
お
り
︑
貴
族
の
田
庄
に
は
こ
の
よ
う
な
拠
点
と
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な
る
庄
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
九
世
紀
初
め
に
お
い
て
も
都
城
住
民
は
︑
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
農
村
と
の
関
係
を
保

持
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

（
ｄ
）
六
位
以
下
の
官
人

　

つ
い
で
︑
六
位
以
下
の
官
人
に
つ
い
て
み
て
い
く
︒
職
事
官
の
令
に
定
め
ら
れ
た
定
期
休
仮
（
六
仮
と
田
仮
（
を
す
べ
て
取
得
し
た
場
合
︑

残
り
の
出
仕
日
は
二
六
四
日
と
な
る
︒
ま
た
︑
季
禄
支
給
の
上
日
の
最
低
日
数
は
半
年
一
二
〇
日
︑
考
課
の
最
低
日
数
は
一
年
二
四
〇
日
で
あ

る（
11
（

︒

　

と
こ
ろ
が
︑
慶
雲
～
和
同
年
間
の
陰
陽
尞
の
考
文
と
さ
れ
る（
1（
（

﹁
官
人
考
試
帳（
11
（

﹂
に
は
︑

陰
陽
師
正
七
位
下
高
金
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
九
日

陰
陽
師
従
七
位
下
文
忌
寸
広
麻
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
四
日

陰
陽
博
士
従
六
位
下

兄
麻
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八
〇
日

天
文
博
士
従
六
位
下
王
中
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
〇
日

漏
刻
博
士
正
七
位
上
池
辺
史
大
嶋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
一
日

大
属
大
初
位
上
守
部
連
豊
前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
九
日

少
属
大
初
位
下
大
宅
岡
田
臣
末
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
八
日

と
み
え
︑
造
東
大
寺
司
の
選
文
案
で
あ
る
﹁
造
東
大
寺
司
解　

申
職
事
成
選
事（
11
（

﹂
の
天
平
一
七
年
の
佐
伯
今
蝦
夷
の
上
日
数
は

　
　

次
官
正
六
位
上
佐
伯
宿
祢
今
蝦
夷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
二
日

と
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
い
ず
れ
も
本
来
想
定
さ
れ
る
上
日
数
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
︑
田
仮
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

一
方
︑﹃
平
城
宮
木
簡
﹄
四
︱
三
七
九
五
号
に
は

　
　

従
八
位
下
村
合
氷
守
公
麻
呂
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
〇
日
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と
あ
り
︑
村
合
氷
守
公
麻
呂
が
二
一
〇
日
出
仕
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
公
麻
呂
が
職
事
官
で
あ
っ
た
な
ら
ば
六
仮
と
田
仮
を
す

べ
て
取
得
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
唐
令
の
節
仮
規
定
は
削
除
し
︑
旬
仮
は
六
仮
に
す
る
な
ど
大
き
な
改
変
を
し
て
継
受
し
て
い
る
中
︑
田
仮
規
定
の
み
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

継
受
し
て
い
る
こ
と
︑
養
老
禄
令
１
給
季
禄
条
で
正
一
位
か
ら
少
初
位
ま
で
鍬
と
い
う
農
具
が
季
禄
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
︑
職
事
官
す
べ
て
が
陰
陽
尞
の
よ
う
に
農
業
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
く
︑
六
位
以
下
の
官
人
も
直
接
的
︑
あ
る
い
は
間
接
的

に
農
事
に
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

（
２
）
番
上
官

　
﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
条
所
引
朱
記
に
は
﹁
五
月
八
月
給
二
田
仮
一
者
︑
未
レ
知
︒
此
亦
史
生
使
部
等
皆
同
不
︒
答
︑
不
レ
可
レ
給
者
︒
額
同
也
﹂

﹁
在
京
諸
司
者
︑
未
レ
知
︒
主
典
以
上
歟
︒
若
史
生
使
部
等
皆
同
不
︒
答
︑
主
典
以
上
耳
︒
史
生
以
下
上
番
十
五
日
内
不
レ
給
二
仮
日
一
﹂
と
あ

り
︑
番
上
官
に
は
六
仮
や
田
仮
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
︒

　

し
か
し
︑﹃
令
義
解
﹄
考
課
令
59
内
外
初
位
条
に
は
︑

　
　

有
レ
故
闕
レ
番
者
︑
若
農
事
請
レ
仮
︑
閑
月
倍
上
者
︒
量
二
其
意
一
故
︒
理
不
レ
可
レ
聴
也
︒

と
み
え
︑
番
上
官
は
農
事
に
仮
を
請
い
閑
月
に
上
日
の
不
足
を
補
う
と
い
う
出
仕
の
形
式
が
予
め
想
定
さ
れ
る
ほ
ど
農
業
と
結
び
つ
い
て
い
た

こ
と
が
北
村
優
季
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（
11
（

︒
そ
こ
で
︑
番
上
官
と
農
繁
期
の
農
業
の
実
態
を
検
証
し
て
い
く
︒

　

造
東
大
寺
司
の
写
経
所
の
上
日
帳
を
み
る
と
︑
そ
こ
に
出
仕
す
る
写
経
生
は
︑
基
本
的
に
二
～
三
ヵ
月
ご
と
の
仕
事
の
区
切
り
目
に
︑
数
日

間
の
帰
宅
休
仮
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

栄
原
永
遠
男
氏
は
︑
上
日
帳
か
ら
︑
天
平
二
〇
年
八
月
か
ら
天
平
勝
宝
三
年
七
月
ま
で
の
三
年
間
の
経
師
一
人
あ
た
り
月
平
均
上
日
数
を
計

算
し
︑
五
月
・
八
月
に
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
︑
田
仮
に
相
当
す
る
休
仮
を
と
っ
た
写
経
生
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
︑
多
く
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は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
︑
写
経
生
本
人
は
︑
農
業
か
ら
し
だ
い
に
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（
12
（

︒

　

ま
た
︑
残
存
す
る
写
経
所
の
請
仮
解
に
は
︑
農
業
に
従
事
す
る
と
い
う
理
由
の
も
の
が
一
件
も
な
い
こ
と
も
︑
写
経
所
の
官
人
は
︑
農
業
は

行
わ
ず
︑
写
経
所
の
仕
事
の
み
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
︒
た
だ
し
︑
神
祭
・
仏
事
に
よ
る
休
仮
を
申
請
し
て
い
る
者
も
い
る
こ
と

か
ら
︑
都
城
住
民
と
な
っ
て
も
本
拠
地
で
あ
る
農
村
と
は
つ
な
が
り
を
保
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
上
原
真
人
氏
は
︑
法
隆
寺
百
万
塔
工
房
の
月
産
量
が
四
月
・
六
月
に
比
べ
て
五
月
が
や
や
落
ち
込
み
︑
六
月
・
一
〇
月
に
比
べ
て 

七
～
九
月
が
か
な
り
低
調
に
な
る
こ
と
か
ら
︑
工
人
が
農
繁
期
に
農
業
に
従
事
し
て
い
た
と
指
摘
す
る（
11
（

︒

　

さ
ら
に
︑
前
述
し
た
よ
う
に
︑
官
人
に
準
ず
る
大
学
生
お
よ
び
典
薬
寮
の
医
生
︑
針
生
︑
按
摩
生
︑
呪
禁
生
も
五
月
に
田
仮
︑
九
月
に
授
衣

仮
が
支
給
さ
れ
て
い
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
官
人
予
備
集
団
で
あ
る
諸
生
も
田
仮
（
授
衣
仮
（
に
は
京
内
の
宅
か
ら
本
拠
地
に
赴
き
︑
農
業
に
従

事
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　

以
上
︑
田
仮
（
授
衣
仮
（
の
実
態
を
み
る
と
︑
令
で
田
仮
支
給
対
象
で
あ
る
職
事
官
の
中
に
は
農
繁
期
に
田
仮
を
取
得
し
な
か
っ
た
者
も
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
そ
の
一
方
で
︑
大
伴
氏
の
よ
う
に
主
人
や
一
族
の
要
人
が
平
城
京
か
ら
庄
に
下
向
し
農
業
経
営
に
あ
た
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
存
在
し
た
︒
ま
た
︑
田
仮
支
給
の
対
象
外
の
番
上
官
︑
諸
生
も
基
本
的
に
は
農
繁
期
に
は
仮
を
と
り
︑
農
業
に
従
事
し
て
い
た
︒

農
業
に
従
事
し
な
い
官
人
も
出
現
し
始
め
て
は
い
た
も
の
の
︑
彼
ら
も
本
拠
地
（
農
村
（
の
神
祭
・
仏
事
に
は
参
加
し
て
い
た
︒
し
た
が
っ

て
︑
八
世
紀
の
都
城
住
民
は
農
村
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
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第
三
章　

中
国
古
代
に
お
け
る
都
城
と
農
村

（
１
）
唐
令
に
み
え
る
田
仮
規
定

　

唐
令
で
は
︑
天
聖
仮
寧
令
不
行
唐
１
条
に

諸
内
外
官
︑
五
月
給
二
田
仮
一︑
九
月
給
二
授
衣
仮
一︑
分
為
二
両
番
一︑
各
十
五
日
︒
其
田
仮
︑
若
風
土
異
レ
宜
︑
種
収
不
レ
等
︑
通
随
レ
便
給
之
︒

と
あ
る
よ
う
に
︑
内
外
官
に
五
月
の
種
植
期
に
支
給
さ
れ
る
休
暇
で
あ
る
田
仮
︑
九
月
の
収
穫
期
に
与
え
ら
れ
る
休
暇
で
あ
る
授
衣
仮
が
各
一

五
日
支
給
さ
れ
た（
11
（

︒

　　

史
料
６
﹃
太
平
広
記
﹄
巻
二
九
六
菫
慎

隋
大
業
元
年
︑
兗
州
佐
史
菫
慎
︑
性
公
直
明
二
法
理
一︒
自
二
都
督
一
以
下
︑
用
レ
法
有
二
不
直
一︑
必
犯
顔
而
諫
レ
之
︒
雖
レ
加
二
譴
責
一︑
亦
不 

レ
知
レ
懼
︑
必
俟
二
刑
正
一︑
而
後
退
︒
常
因
二
授
衣
一
帰
レ
家
︑
出
二
州
門
一︑
逢
二
一
黄
衣
使
者
一︒
曰
︑
太
山
君
呼
レ
君
為
二
録
事
一︒
因
出
二
懐
中

牒
一︑
示
レ
慎
︒（
中
略
（﹃
玄
怪
録
﹄︒

　

史
料
６
は
︑﹃
太
平
広
記
﹄
所
引
の
﹃
玄
怪
録
﹄
と
い
う
唐
代
の
小
説
で
あ
る
︒
こ
こ
に
は
︑
兗
州
佐
史
の
菫
慎
が
授
衣
仮
で
帰
省
す
る
途

中
に
お
い
て
泰
山
府
君
の
使
者
に
会
っ
た
と
い
う
話
が
み
え
る
︒
兗
州
佐
史
は
流
外
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
流
外
官
も
授
衣
仮
が
も
ら
え
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
天
聖
仮
寧
令
不
行
唐
１
条
の
﹁
内
外
官
﹂
は
流
外
官
も
包
含
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
中
国
の
種
植
と
収
穫
の
時
期
を
み
て
み
る
と
︑﹃
四
民
月
令
﹄
五
月
に
﹁
時
雨
降
︑
可
レ
種
二
胡
麻
一︒
先
後
日
至
二
各
五
日
一︑
種
二
禾
及

牡
麻
一︒
先
後
二
日
︑
可
レ

種
レ

麦
︑
是
月
也
︒
可
レ

別
二

稲
及
藍
一︑
盡
至
二

後
廿
日
一

止
︒
可
レ

菑
二

麦
田
一︑
刈
二

茭
蒭
一︒
麦
既
入
︑
多
作 
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レ
糒
︑
以
供
二
入
出
之
粮
一
﹂
と
あ
り
︑
五
月
は
作
物
を
植
え
る
農
繁
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

と
こ
ろ
が
︑﹃
旧
唐
書
﹄
巻
一
一
代
宗
紀
永
泰
元
年
（
七
六
五
（
五
月
条
に
は
︑﹁
是
月
︑
麦
稔
﹂
と
み
え
︑
長
安
近
郊
に
お
い
て
五
月
は
麦

の
収
穫
時
期
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
白
居
易
が
京
兆
府
盩
屋
県
の
県
尉
で
あ
っ
た
元
和
二
年
（
八
〇
七
（
に
詠
ん
だ
﹁
観
レ
刈
レ
麦
詩（
11
（

﹂
に
も
﹁
田

家
少
閑
月
︑
五
月
人
倍
忙
﹂
と
あ
り
︑
や
は
り
五
月
は
麦
刈
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹃
宋
史
﹄
巻
三
太
祖
紀
開
宝
六
年
（
九
七
三
（
五
月
己
巳
条
と
﹃
同
﹄
巻
六
真
宗
紀
咸
平
三
年
（
一
〇
〇
〇
（
五
月
丁
卯
条
に

﹁
幸
二
玉
津
園
一︑
観
レ
刈
レ
麦
﹂
と
み
え
︑
開
封
城
の
南
に
あ
る
玉
津
園
で
も
五
月
に
麦
刈
が
行
わ
れ
て
い
た
︒﹃
同
﹄
巻
九
仁
宗
紀
天
聖
三
年

（
一
〇
二
五
（
五
月
癸
巳
条
に
﹁
幸
二
御
荘
一︑
観
レ
刈
レ
麦
﹂︑﹃
続
資
治
通
鑑
長
編
﹄
巻
一
九
太
平
興
国
三
年（
九
七
八
（四
月
庚
辰
条
に
も
﹁
幸
二

城
南
一︑
観
レ
刈
レ
麦
﹂
と
開
封
城
の
南
に
行
幸
し
麦
刈
を
見
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
開
封
も
五
月
頃
が
麦
刈
時
期
で
あ
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
︑

華
北
で
は
五
月
は
麦
の
収
穫
時
期
で
あ
り
︑
中
国
に
お
い
て
五
月
は
地
域
に
よ
っ
て
種
植
と
収
穫
時
期
が
混
在
し
た
農
繁
期
だ
っ
た
の
で
あ

る
︒

　

ま
た
︑
吐
魯
番
木
納
尓
一
〇
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
﹁
唐
永
徽
五
年
（
六
五
四
（
九
月
西
州
諸
府
主
帥
牒
為
請
替
番
上
事
﹂（
史
料
９
（
に

は
︑﹁
秋
収
時
忙
﹂﹁
種
麦
﹂﹁
種
麦
時
忙
﹂
と
み
え
る
こ
と
か
ら
西
州
で
は
九
月
が
麦
刈
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
唐
で
は
広
大
な
国
土
に
よ
り
種
収
時
期
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
︒

　

そ
れ
で
は
︑
官
人
へ
の
田
仮
︑
授
衣
仮
と
い
う
農
繁
期
の
ま
と
ま
っ
た
休
仮
制
度
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

史
料
７
﹃
史
記
﹄
本
紀
巻
八　

高
祖
本
紀

　
　

高
祖
為
二
亭
長
一
時
︑
常
告
帰
之
田
︒
呂
后
与
二
両
子
一
居
二
田
中
一
耨
︒

　
史
料
８
﹃
漢
書
﹄
巻
一
︑
高
帝
紀
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高
祖
嘗
告
︑
帰
之
田
︒
呂
后
与
二
両
子
一
居
二
田
中
一︒

　

史
料
７
・
８
は
︑
劉
邦
が
泗
水
亭
長
だ
っ
た
時
の
記
事
で
︑
告
（
休
仮
（
で
田
に
帰
り
︑
妻
子
が
田
中
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
︒

　

漢
代
の
官
吏
は
︑
勤
務
期
間
中
は
官
の
舎
に
住
み
︑
休
暇
に
の
み
家
に
帰
っ
て
い
た
︒﹃
初
学
記
﹄
巻
二
〇
所
引
漢
律
に
は
﹁
吏
五
日
得
二

一
下
沐
一
﹂
と
あ
り
︑
五
日
に
一
回
︑
休
沐
が
与
え
ら
れ
︑
休
仮
は
正
式
に
は
告
と
呼
ば
れ
て
い
た（
11
（

︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
劉
邦
は
休
仮
を
利
用

し
て
家
に
帰
り
農
事
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

　

ま
た
︑
漢
代
に
は
︑
病
仮
︑
事
仮
︑
節
仮
が
あ
り
︑
以
降
の
中
国
古
代
の
官
人
の
休
仮
体
系
の
基
本
が
形
成
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た（
21
（

︒
秦
漢

代
か
ら
官
人
の
中
に
は
︑
休
仮
で
家
に
帰
り
︑
そ
の
際
に
劉
邦
の
よ
う
に
農
事
も
行
っ
て
い
た
者
も
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
そ
れ
が
時

を
経
て
︑
農
繁
期
の
ま
と
ま
っ
た
休
仮
で
あ
る
田
仮
や
授
衣
仮
へ
と
発
展
し
た
と
推
察
さ
れ
る
︒

（
２
）
唐
代
に
お
け
る
田
仮
・
授
衣
仮
の
実
態

（
ａ
）
職
事
官

　

唐
の
官
人
が
田
仮
・
授
衣
仮
に
よ
り
故
郷
の
荘
に
赴
く
様
子
は
︑
日
本
と
同
じ
く
詩
か
ら
う
か
が
え
る（
2（
（

︒

　

ま
ず
︑
李
嶠
の
﹁
田
仮
限
レ
疾
不
レ
獲
二
還
荘
一︑
載
二
想
田
園
一︑
兼
思
二
親
友
一︑
率
成
短
韻
︑
用
写
長
懐
贈
杜
（
一
作
林
（
幽
素（
21
（

﹂
に
は
︑
李

嶠
が
田
仮
で
故
郷
に
帰
る
途
中
に
病
に
な
っ
た
た
め
︑
故
郷
に
帰
っ
て
休
息
し
︑
友
を
訪
ね
た
か
っ
た
が
帰
る
こ
と
を
断
念
し
た
こ
と
を
詠
っ

た
も
の
で
あ
る
︒

　

銭
起
の
﹁
谷
口
新
居
寄
同
省
朋
故（
21
（

﹂
に
は
︑﹁
蕭
然
授
衣
日
︑
得
レ
此
還
二
山
趣
一
﹂
と
あ
り
︑
授
衣
仮
を
も
ら
い
山
趣
に
還
っ
た
こ
と
が
み

え
る
︒

　

韋
應
物
の
﹁
郡
齋
感
秋
寄
二
諸
弟（
21
（

一
﹂
の
中
に
は
﹁
授
衣
還
二
西
郊
一︑
暁
露
田
中
行
﹂
と
︑
授
衣
仮
で
長
安
城
に
西
郊
に
あ
る
故
郷
に
還
り
︑
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暁
に
露
田
の
中
を
行
く
と
あ
る
︒
韋
應
物
は
京
兆
府
杜
陵
県
（
現
陕
西
省
西
安
市
長
安
区
（
の
出
身
で
︑
そ
の
場
所
は
長
安
城
の
西
郊
に
あ
た

る
︒
し
た
が
っ
て
︑
本
詩
か
ら
韋
應
物
が
授
衣
仮
を
も
ら
い
故
郷
の
田
に
帰
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
韋
應
物
は
﹁
授
衣
還
二

田 
里（
22
（

一
﹂
に
お
い
て
︑
授
衣
仮
で
帰
っ
て
き
た
故
郷
の
田
里
の
情
景
を
詠
っ
て
い
る
︒

　

李
頎
の
﹁
送
二
裵
騰（
21
（

一
﹂
は
裵
騰
の
赴
任
を
送
別
す
る
詩
で
あ
り
︑
そ
の
中
に
は
﹁
帰
二
来
授
衣
仮
一
﹂
と
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
唐
代
の
官
人
に
と
っ
て
漢
詩
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
︑
田
仮
・
授
衣
仮
で
故
郷
に
赴
く
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
︒
し

た
が
っ
て
︑
唐
で
も
都
城
に
住
む
多
く
の
官
人
が
田
仮
と
授
衣
仮
を
も
ら
い
故
郷
・
荘
に
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

（
ｂ
）
番
上
官

　

そ
れ
で
は
︑
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
番
上
官
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
︒

　

史
料
９
﹁
唐
永
徽
五
年
九
月
西
州
諸
府
主
帥
牒
為
請
替
番
上
事（
21
（

﹂

　
　
（
一
（　　

１　

□
□
□
□身
□當
今
月
一
日
番
上
︑
配
城
西
門

　
　
　
　
　
　

 （
後
欠
（

　
　
（
二
（　　
　
　
　
（
前
欠
（

　
　
　
　

１　
　
　
　
　
　
　

湛
示

　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　

一
日

　
　
（
三
（１　

當
今
月
一
日
番
上
︑
□

　
　
　
　

２　

正
︑
秋
□収
□時
忙
︑
咨
請

　
　
　
　

３　

除
替
□處
︑
謹
以
牒
□陳
︑

　
　
　
　

４　
　

永
徽
五
年
□九
月
一
日
岸
頭
府
旅
帥
張
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５　
　
　

依
替　

湛
示

　
　
　
　

６　
　
　
　
　
　

二
日

　
　
（
四
（　　
（
前
欠
（

　
　
　
　

１　
　
　

湛
示

　
　
　
　

２　
　
　

二
日

　
　
（
五
（１　

牒
元
□相
□

　
　
　
　

２　

宅
北
□

　
　
　
　

３　

□左
右
□

　
　
　
　

４　
　
　
　

永
徽
五
年
九
月
二
日
蒲
昌
府
隊
正
張
元
相

　
　
　
　

５　
　
　
　

依
替

　
　
　
　
　
　
（
後
欠
（

　

史
料
10
﹁
唐
永
徽
六
年
五
月
西
州
諸
府
主
帥
牒
為
請
替
番
上
事
﹂

　
　
（
一
（１　

牒
疊
擧
身
當
今
月
十
六
日
番

　
　
　
　

２　

虞
候
職
當
︑
即
時
種
麦
︑

　
　
　
　

３　

憧
護
替
處
︑
謹
以
牒
陳
︑

　
　
　
　

４　
　
　
　
　
　
　
　

永
徽
六
年

　
　
　
　

５　
　
　
　
　
　
　
　

依
替
□

　
　
　
　
　
　
（
後
欠
（
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（
二
（１　

□
□
□
□身
□當
□今
月
十
六
日
番
至
︑
配
在
□

　
　
　
　

２　

□平
倉
職
掌
︑
種
麦
時
忙
︑
咨
請
雇
左
□右

　
　
　
　

３　

辛
武
俊
替
上
︑
謹
以
牒
陳
︑
□請
□
□

　
　
（
三
（　　
（
前
欠
（

　
　
　
　

１　
　
　
　

湛
示

　
　
　
　

２　
　
　
　

□十
七
日

　
　
（
四
（　　
（
前
欠
（

　
　
　
　

１　

□
准
□

　
　
　
　

２　

左
右
劉

　
　
　
　
　
　
（
後
欠
（

　
　
（
五
（　　
（
前
欠
（

　
　
　
　

１　
　
　
　
　
　

□職
□掌
︑
□種
□麦

　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　

□
替
上
︑
謹
以

　
　
　
　

３　
　
　
　
　
　
　
　

□蒲
昌
府
隊
副
康
□護
牒
︒

　
　
　
　

４　
　
　
　
　
　

示

　
　
　
　
　
　
（
後
欠
（

　
　
（
六
（１　
　

上
︑
配
在
東

　
　
　
　

２　
　

□
内
□

　
　
　
　
　
　
（
後
欠
（
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左
掲
の
史
料
９
・
10
は
︑
吐
魯
番
木
納
尓
一
〇
二
号
墓
か
ら
見
つ
か
っ
た
西
州
府
兵
制
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
︒

　

史
料
９
は
永
徽
五
年
九
月
に
収
穫
で
忙
し
い
時
期
の
た
め
代
人
を
出
す
こ
と
を
請
う
文
書
で
︑
史
料
10
は
永
徽
六
年
五
月
に
麦
を
植
え
る
の

に
忙
し
い
時
期
の
た
め
︑﹁
虞
候
﹂
職
の
上
番
す
る
者
が
憧
護
を
代
人
と
し
て
上
番
さ
せ
る
こ
と
を
︑﹁
常
平
倉
﹂
の
職
掌
に
上
番
す
る
も
の
が

辛
武
俊
を
雇
い
代
理
上
番
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
文
書
で
あ
る
︒

　

史
料
９
・
10
に
よ
り
︑
府
兵
で
農
繁
期
に
番
上
の
人
間
は
︑
代
人
を
た
て
上
番
さ
せ
︑
本
人
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
︑
唐

で
も
番
上
官
ク
ラ
ス
の
人
間
が
農
業
に
直
接
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
こ
の
方
式
は
﹃
令
義
解
﹄
考
課
令
59
内
外
初
位
条
に

　
　

有
レ
故
闕
レ
番
者
︑
若
農
事
請
レ
仮
︑
閑
月
倍
上
者
︒
量
二
其
意
一
故
︒
理
不
レ
可
レ
聴
也
︒

と
あ
る
日
本
の
番
上
官
の
農
事
に
お
け
る
上
日
形
態
に
類
似
し
て
お
り
︑
日
本
の
番
上
官
の
出
仕
方
式
は
史
料
９
・
10
に
み
え
る
よ
う
な
唐
の

番
上
官
の
出
仕
形
態
を
受
容
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒

　

そ
し
て
︑
史
料
９
（
一
（
１
﹁
今
月
一
日
番
上
﹂︑（
三
（
１
﹁
今
月
一
日
番
上
﹂︑
史
料
10
（
一
（
１
﹁
今
月
十
六
日
番
﹂︑（
二
（
１
﹁
今

月
十
六
日
番
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
天
聖
仮
寧
令
不
行
唐
１
条
の
﹁
分
為
二
両
番
一︑
各
十
五
日
﹂
と
合
致
し
︑
仮
寧
令
を
参
照
し

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒

（
ｃ
）
学
生

　

唐
で
は
︑
学
生
に
も
田
仮
・
授
衣
仮
が
与
え
ら
れ
た
︒

　

史
料
11
﹃
新
唐
書
﹄
巻
四
四
︑
選
挙
志
上

　
　

毎
レ
歳
五
月
有
二
田
仮
一︑
九
月
有
二
授
衣
仮
一︒
二
百
里
外
給
レ
程
︒
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史
料
11
に
は
︑
毎
年
五
月
に
田
仮
︑
九
月
に
授
衣
仮
が
あ
り
︑
二
百
里
以
上
の
者
に
は
往
還
の
旅
程
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
︒

　
﹃
新
唐
書
﹄
選
挙
志
は
上
・
下
と
も
︑
そ
の
制
度
に
つ
い
て
の
記
事
は
唐
令
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
︑
上
で
は
特
に
そ
の

制
度
記
事
の
後
に
﹁
其
教
レ
人
取
レ
士
著
二
於
令
一
者
︑
大
略
如
レ
此
﹂
と
令
文
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る（
21
（

︒

　

加
え
て
︑
史
料
11
は
︑
史
料
２
の
養
老
学
令
20
条
と
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
唐
令
の
規
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う（

59
（

︒

　

史
料
11
に
は
︑
ど
の
学
生
が
田
仮
と
授
衣
仮
の
支
給
対
象
で
あ
っ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
対
応
す
る
養
老
学
令
20
条
で
は
︑
大

学
と
国
学
の
学
生
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
︒

　

日
本
の
大
学
は
︑
国
子
監
の
管
す
る
国
子
学
・
太
学
・
四
門
学
・
律
学
・
書
学
・
算
学
の
六
学
を
縮
小
統
合
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

さ
ら
に
唐
に
は
門
下
省
に
属
す
る
弘
文
館
︑
東
宮
に
属
す
る
崇
文
館
と
い
う
中
央
の
官
立
学
校
が
あ
っ
た（
11
（

︒
ま
た
︑
国
学
に
相
当
す
る
地
方
の

官
立
学
校
に
は
︑
府
学
・
州
学
・
県
学
が
あ
っ
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
史
料
11
が
適
用
さ
れ
た
の
は
六
学
二
舘
お
よ
び
府
学
・
州
学
・
県
学
の

学
生
と
推
察
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
国
子
学
・
太
学
・
四
門
学
は
長
安
城
の
務
本
坊
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
学
生
は
長
安
城
内
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
た

が
っ
て
︑
国
子
学
・
太
学
・
四
門
学
の
学
生
は
農
繁
期
に
な
る
と
官
人
と
同
じ
く
都
か
ら
故
郷
に
還
り
農
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
︒

　

以
上
の
よ
う
に
︑
唐
で
も
都
に
暮
ら
す
多
く
の
官
人
・
学
生
が
田
仮
・
授
衣
仮
を
と
り
︑
郷
や
荘
に
還
り
︑
農
事
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
︒

　

し
か
し
︑
次
第
に
︑
官
人
の
職
能
も
変
化
し
︑
田
園
の
農
事
か
ら
脱
し
︑
完
全
に
官
人
の
政
務
の
み
と
な
っ
た（
1（
（

︒
そ
し
て
︑
宋
代
に
な
る

と
︑
官
人
は
大
部
分
が
都
や
都
市
に
居
住
し
︑
荘
が
あ
っ
て
も
管
理
は
人
に
委
任
し
︑
自
身
は
郷
土
に
赴
か
な
く
な
っ
た（
11
（

︒
そ
れ
に
と
も
な
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い
︑
宋
令
で
は
︑
田
仮
は
消
失
し
︑
授
衣
仮
は
一
日
だ
け
と
な
り
儀
礼
と
か
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

お
わ
り
に
―
古
代
東
ア
ジ
ア
都
市
の
特
質

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
括
し
た
い
︒

　

ま
ず
︑
日
本
令
の
田
仮
規
定
は
七
世
紀
前
半
に
入
っ
て
き
た
中
国
の
令
を
も
と
に
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
し

て
︑
そ
の
受
容
背
景
に
は
︑
七
世
紀
後
半
の
日
本
の
都
城
制
の
導
入
に
と
も
な
う
官
人
の
集
住
が
あ
っ
た
︒
藤
原
京
の
造
営
の
目
的
の
一
つ

は
︑
す
べ
て
の
官
人
を
本
拠
地
か
ら
京
内
へ
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
持
統
五
年
一
二
月
乙
巳
（
八
日
（
条

に
は
︑詔

曰
︑
賜
二
右
大
臣
一
宅
地
四
町
︑
直
広
弐
以
上
二
町
︑
大
参
以
下
一
町
︒
勤
以
下
至
二
無
位
一︑
隨
二
其
戸
口
一︒
其
上
戸
一
町
︑
中
戸
半

町
︑
下
戸
四
分
之
一
︑
王
等
亦
准
レ
此
︒

と
あ
り
︑
王
か
ら
無
位
に
至
る
ま
で
に
藤
原
京
内
の
宅
地
班
給
を
行
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
て
︑
貴
族
・
官
人
ら
は
本
拠
地
か
ら
離
れ
て
都
城
民
と
な
っ
た
が
︑
本
拠
地
に
は
庄
が
あ
り
︑
そ
の
周
辺
に
は
口
分
田
・
位
田
・
職

田
・
功
田
・
賜
田
が
振
り
分
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
京
内
に
貴
族
・
官
人
を
集
住
さ
せ
る
政
策
に
よ
り
︑
そ
れ
ら
田

地
の
経
営
・
管
理
が
し
が
た
く
な
る
こ
と
は
︑
藤
原
京
の
建
設
段
階
か
ら
す
で
に
想
定
さ
れ
て
い
た（
11
（

︒
そ
こ
で
︑
筆
者
が
着
目
し
た
の
が
︑
唐

の
官
人
と
本
拠
地
の
在
り
方
で
あ
る
︒
唐
令
で
は
︑
官
人
は
農
繁
期
に
田
仮
・
授
衣
仮
を
各
一
五
日
間
も
ら
え
︑
故
郷
に
還
り
農
業
に
従
事
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
︒
こ
れ
は
決
し
て
法
令
の
中
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
︑
多
く
の
唐
詩
に
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
唐
の
貴
族
・
官

人
に
と
っ
て
田
仮
・
授
衣
仮
に
故
郷
の
庄
に
還
る
こ
と
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
唐
の
都
城
住
民
と
農
村
と
の
在
り
方
︑
す
な
わ
ち
︑
都
城
制
の
ソ
フ
ト
面
を
日
本
は
取
り
込
ん
で
都
城
と
本
拠
地
で
あ
る
農
村



　　お茶の水史学　63号　　88

の
両
方
に
拠
点
を
持
つ
八
世
紀
の
貴
族
・
官
人
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
両
貫
性
の
根
底
に
は
大
化
前
代
か
ら
の
豪
族
の
遺
制
も
あ
る
が
︑
そ
れ
と
唐
制
を
う
ま
く
融
合
す
る
こ
と
で
︑
日
本
の
都
城
住

民
と
農
村
の
有
機
的
関
係
が
維
持
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
︒

　

古
代
東
ア
ジ
ア
の
都
城
は
︑
自
立
的
な
商
工
業
者
を
含
ん
だ
商
業
都
市
で
は
な
く
︑
徴
税
と
い
う
か
た
ち
で
農
村
に
依
拠
し
な
い
限
り
存
立

し
え
な
か
っ
た
一
つ
の
生
活
空
間
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
そ
の
一
方
で
︑
国
家
お
よ
び
地
域
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ
る
人
口
集
中

地
で
あ
り
︑
権
力
集
中
の
場
で
も
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の
住
民
は
都
城
と
農
村
で
あ
る
本
拠
地
と
往
来
し
て
農
業
経
営
に
間
接
ま
た
は
直
接

的
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
︑
古
代
東
ア
ジ
ア
の
都
城
と
農
村
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
︑
都
城
住
民
で
あ
る
貴
族
・
官
人
に

と
っ
て
都
城
と
い
う
通
常
の
生
活
の
場
と
農
村
と
い
う
経
済
拠
点
は
互
い
に
補
完
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
り
︑
不
可
分
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
こ
の
都
城
と
農
村
の
相
互
補
完
関
係
こ
そ
が
︑
古
代
東
ア
ジ
ア
の
都
市
で
あ
る
都
城
の
特
質
と
い
え
よ
う
︒

︻
附
記
︼
本
稿
は
︑
公
益
財
団
法
人
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
二
〇
一
九
年
度
若
手
研
究
助
成
の
研
究
成
果
で
あ
る
︒

註（
1
（　

薗
田
香
融
﹁
萬
葉
貴
族
の
生
活
圏
︱
萬
葉
集
の
歴
史
的
背
景
﹂

（﹃
萬
葉
﹄
八
号
︑
一
九
五
三
年
（︒

（
2
（　

関
晃
・
青
木
和
夫
﹁
平
城
京
﹂（
歴
史
学
研
究
会
ほ
か
編
﹃
日

本
歴
史
講
座
﹄
第
一
巻
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
五
六
年
（︒

（
3
（　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
著
・
手
島
正
毅
訳
﹁
資
本
主
義
的
生
産
に

先
行
す
る
諸
形
態
︱
資
本
関
係
形
成
ま
た
は
本
源
的
貯
蓄
に
先
行
す

る
過
程
に
つ
い
て
﹂（﹃
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
﹄
大

月
書
店
︑
一
九
六
三
年
（︑
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
著
・
世
良
晃

志
郎
訳
﹁
支
配
の
社
会
学
﹂（﹃
都
市
の
類
型
学
﹄
創
文
社
︑
一
九
六

五
年
（︒

（
4
（　

狩
野
久
﹁
律
令
国
家
と
都
市
﹂（﹃
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
﹄
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東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
〇
年
︑
初
出
一
九
七
五
年
（︑
鬼
頭
清

明
﹁
都
城
と
都
市
﹂（﹃
日
本
古
代
都
市
論
序
説
﹄
法
政
大
学
出
版

局
︑
一
九
七
七
年
（︒

（
5
（　

前
掲
註
（
２
（
関
晃
・
青
木
和
夫
﹁
平
城
京
﹂
二
四
四
～
二
四

五
頁
︒

（
6
（　

妹
尾
達
彦
﹁
都
市
の
生
活
と
文
化
﹂（
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
時
代

史
の
基
本
問
題
編
集
委
員
会
編
﹃
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
時
代
史
の
基
本

問
題
﹄
汲
古
書
院
︑
一
九
九
七
年
（︒

（
7
（　
﹃
令
義
解
﹄
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
に
は
大
学
博
士
と
典
薬
博
士

の
休
仮
は
仮
寧
令
１
条
に
準
じ
る
と
み
え
る
︒
こ
れ
は
︑
九
世
紀
に

な
る
と
五
位
の
博
士
が
現
れ
て
博
士
の
地
位
が
上
昇
し
た
こ
と
に
と

も
な
い
︑
学
令
で
は
な
く
官
人
の
休
仮
規
定
で
あ
る
仮
寧
令
を
適
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
る
︒

（
8
（　

吉
田
孝
氏
は
﹁
一
族
の
な
か
の
五
位
以
上
の
有
位
者
に
与
え
ら

れ
る
位
田
︑
氏
人
や
た
く
さ
ん
の
家
人
・
奴
婢
に
班
給
さ
れ
る
口
分

田
︑
さ
ら
に
功
田
・
賜
田
な
ど
︑
律
令
制
の
も
と
で
大
伴
氏
の
一
族

に
班
給
さ
れ
る
は
ず
の
田
に
︑
古
く
か
ら
の
竹
田
庄
・
跡
見
庄
な
ど

の
水
田
を
ふ
り
わ
け
た
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

班
田
収
受
を
実
際
に
行
う
地
元
の
郡
司
や
豪
族
に
は
︑
大
伴
氏
の
息

が
か
か
っ
た
連
中
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
︑
班
田
司
も
大
伴
氏
の

意
向
を
尊
重
し
た
で
あ
ろ
う
﹂
と
述
べ
︑﹁
大
伴
氏
の
竹
田
庄
・
跡

見
庄
は
︑
大
伴
一
族
に
班
給
さ
れ
た
位
田
・
賜
田
・
口
分
田
の
経
営

拠
点
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
﹂
と
指
摘
す
る
（
吉
田
孝
﹁
律
令
国

家
と
荘
園
︱
律
令
制
と
庄
﹂（﹃
続
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
﹄
岩
波

書
店
︑
二
〇
一
八
年
︑
初
出
一
九
九
一
年
（
一
九
七
～
一
九
八
頁
（︒

　
　

氏
の
見
解
を
援
用
す
れ
ば
︑
他
の
貴
族
で
も
同
様
の
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
︑
八
世
紀
の
貴
族
は
︑
本
拠
地
の

近
く
に
位
田
や
口
分
田
な
ど
を
ふ
り
わ
け
さ
せ
︑
田
庄
を
拠
点
に
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
︒

（
9
（　
﹃
令
集
解
﹄
仮
寧
令
１
給
休
仮
条
所
引
古
記
︑﹃
同
﹄
仮
寧
令
11

請
仮
条
所
引
古
記
︒

　
　
﹁
外
官
不
レ
在
二
此
限
一
﹂
に
つ
い
て
は
︑
典
拠
史
料
が
な
い
た
め

大
宝
令
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
︒
ま
た
︑
養
老
令
で
﹁
郷
土
﹂

を
唐
令
と
同
じ
﹁
風
土
﹂
と
し
た
の
は
︑
日
本
令
の
条
文
に
み
え
る

﹁
郷
土
﹂﹁
郷
土
法
﹂
と
区
別
す
る
た
め
で
は
な
い
か
︒

（
10
（　
﹃
続
日
本
紀
﹄
大
宝
元
年
（
七
〇
一
（
五
月
己
卯
条
で
は
︑
一

位
以
下
の
官
人
が
休
暇
を
賜
う
場
合
は
一
五
日
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い

が
︑
大
納
言
以
上
は
聴
の
限
り
で
は
な
い
と
い
う
勅
が
出
さ
れ
て
お

り
︑
一
位
以
下
の
官
人
の
休
仮
が
﹁
十
五
日
﹂
を
過
ぎ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
︑
そ
し
て
五
月
に
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
大
宝
仮
寧
令
の
田
仮

規
定
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

（
11
（　

史
料
４
の
宋
１
～
３
の
唐
令
復
原
は
︑
趙
大
瑩
氏
は
三
条
に
︑

丸
山
裕
美
子
氏
は
四
条
に
分
け
て
い
る
も
の
の
︑
両
氏
と
も
史
料
５

は
独
立
し
た
一
条
文
と
考
え
る
（
趙
大
瑩
﹁
唐
仮
寧
令
復
原
研
究
﹂

（
天
一
閣
博
物
館
・
中
國
社
會
科
学
院
歷
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課

題
組
校
證
﹃
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証
﹄
下
冊
︑
中
華
書
局
︑

二
〇
〇
六
年
（
五
九
〇
～
五
九
二
頁
︑
丸
山
裕
美
子
﹁
律
令
国
家
と

仮
寧
制
度
︱
令
と
礼
の
継
受
を
め
ぐ
っ
て
﹂（
大
津
透
編
﹃
日
唐
律
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令
比
較
研
究
の
新
段
階
﹄
山
川
出
版
社
︑
二
〇
〇
八
年
（
一
四
五
～

一
四
七
頁
（︒

（
12
（　

天
聖
雑
令
に
は
養
老
雑
令
40
条
に
対
応
す
る
条
文
が
な
く
︑

﹃
唐
令
拾
遺
補
﹄
で
復
原
さ
れ
た
補
七
諸
節
日
条
は
な
か
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
（
黄
正
建
﹁
天
聖
雑
令
復
原
唐
令
研
究
﹂（
天
一
閣
博

物
館
・
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
證

﹃
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証
﹄
下
冊
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
六

年
（
七
二
三
頁
（︒

（
13
（　

前
掲
註
（
11
（
丸
山
裕
美
子
﹁
律
令
国
家
と
仮
寧
制
度
︱
令
と

礼
の
継
受
を
め
ぐ
っ
て
﹂
一
五
二
頁
︒

（
14
（　

同
前
︑
一
五
一
～
一
五
二
頁
︒

（
15
（　

丸
山
裕
美
子
﹁
仮
寧
令
と
節
日
︱
律
令
官
人
の
休
暇
﹂（﹃
日
本

古
代
の
医
療
制
度
﹄（
名
著
刊
行
会
︑
一
九
九
八
年
︑
初
出
一
九
九

二
年
（︑﹁
唐
宋
節
假
制
度
の
変
遷
︱
令
と
式
と
格
・
勅
に
つ
い
て
覚

書
︱
﹂（
池
田
温
編
﹃
日
中
律
令
制
の
諸
相
﹄
東
方
書
店
︑
二
〇
〇

二
年
（
前
掲
註
（
11
（﹁
律
令
国
家
と
仮
寧
制
度
︱
令
と
礼
の
継
受

を
め
ぐ
っ
て
﹂︑
厳
茹
蕙
﹁
假
寧
制
的
成
立
與
唐
日
令
節
假
比
較
﹂

（﹃
唐
日
令
中
所
見
節
假
生
活
初
探
﹄
稲
郷
出
版
社
︑
二
〇
一
七
年
︑

初
出
二
〇
一
一
年
（︒

（
16
（　

丸
山
氏
は
︑﹁
授
衣
仮
﹂
の
語
に
つ
い
て
︑
学
令
は
と
く
に
唐

令
の
襲
用
の
あ
と
が
顕
著
で
あ
り
︑
学
制
ひ
い
て
は
そ
の
背
景
に
あ

る
礼
制
を
忠
実
に
受
容
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
述
べ
る
（
前

掲
註
（
15
（
丸
山
裕
美
子
﹁
仮
寧
令
と
節
日
︱
律
令
官
人
の
休
暇
﹂

二
〇
二
頁
（︒

（
17
（　
﹃
日
本
書
紀
﹄
持
統
六
年
（
六
九
二
（
二
月
乙
卯
条
︑
三
月
辛

未
条
︒

（
18
（　
﹃
木
簡
研
究
﹄
二
︱
37
頁
︱
（
１
（︒

（
19
（　
﹃
初
学
記
﹄
巻
三
に
﹁
九
月
季
秋
︑
亦
曰
暮
秋
︑
末
秋
︑
暮

商
︑
季
商
︑
杪
秋
︑
亦
曰
授
衣
﹂︑﹃
歳
華
紀
麗
﹄
巻
三
︑
九
月
に

﹁
授
衣
之
月
﹂
と
あ
る
︒

（
20
（　

唐
代
の
小
説
で
あ
る
牛
僧
孺
撰
﹃
玄
怪
録
﹄
に
は
︑
隋
代
に
授

衣
仮
を
も
ら
い
故
郷
に
帰
る
官
人
の
話
が
み
え
る
（﹃
太
平
広
記
﹄

巻
二
九
六
菫
慎
（︒

（
21
（　

山
田
英
雄
﹁
律
令
官
人
の
休
日
﹂（﹃
日
本
古
代
史
攷
﹄
岩
波
書

店
︑
一
九
八
七
年
︑
初
出
一
九
七
八
年
（︒

（
22
（　
﹃
日
本
書
紀
﹄
持
統
三
年
六
月
庚
戌
条
︒

（
23
（　

官
人
の
休
仮
関
連
規
定
は
︑
高
句
麗
・
百
済
の
法
令
で
は
確
認

で
き
ず
︑
新
羅
の
法
令
で
も
八
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
確
認
で
き

る
の
で
︑
養
老
令
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ

れ
︑
養
老
令
の
休
仮
関
連
規
定
は
七
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
勤
務
日

数
関
連
規
定
の
発
展
過
程
に
よ
る
結
果
に
基
づ
き
︑
唐
令
を
一
部
変

容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
鄭
東
俊
﹁
古
代
日
本
の
律
令
に
お
け
る
朝

鮮
三
国
の
影
響
﹂（﹃
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
制
度
受
容
の
研 

究
︱
中
国
王
朝
と
朝
鮮
三
国
の
影
響
関
係
を
中
心
に
︱
﹄
早
稲
田
大

学
出
版
部
︑
二
〇
一
九
年
︑
初
出
二
〇
一
四
年
（
二
三
七
頁
（︒

（
24
（　
﹃
続
日
本
紀
﹄
一
巻
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
二
︑
岩
波
書

店
︑
一
九
八
九
年
（
四
〇
頁
︒

（
25
（　

前
掲
註
（
１
（
薗
田
香
融
﹁
萬
葉
貴
族
の
生
活
圏
︱
萬
葉
集
の
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歴
史
的
背
景
﹂
一
四
頁
︒

（
26
（　

同
前
︑
前
掲
註
（
２
（
関
晃
・
青
木
和
夫
﹁
平
城
京
﹂︒

（
27
（　

森
公
章
﹁
長
屋
王
家
木
簡
と
田
庄
の
経
営
﹂（﹃
長
屋
王
家
木
簡

の
基
礎
的
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
九
八

年
（
二
二
三
頁
︒

（
28
（　

前
掲
註
（
８
（
吉
田
孝
﹁
律
令
国
家
と
荘
園
︱
律
令
制
と
庄
﹂

一
九
八
頁
︒

（
29
（　

竹
田
庄
は
奈
良
県
橿
原
市
東
竹
田
付
近
︑
跡
見
庄
は
桜
井
市
外

山
付
近
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
森
公
章
﹁
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
の

邸
宅
の
住
人
﹂（﹃
長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
九
四
年
（
三
六
頁
（︒

（
30
（　

前
掲
註
（
27
（
森
公
章
﹁
長
屋
王
家
木
簡
と
田
庄
の
経
営
﹂
二

三
一
頁
︒

（
31
（　

東
野
治
之
﹁
長
屋
王
家
と
大
伴
家
﹂（﹃
長
屋
王
家
木
簡
の
研

究
﹄
塙
書
房
︑
一
九
九
六
年
︑
初
出
一
九
九
二
年
（
七
三
頁
︒

（
32
（　
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
五
九
一
首
︒

（
33
（　

前
掲
註
（
27
（
森
公
章
﹁
長
屋
王
家
木
簡
と
田
庄
の
経
営
﹂
二

二
九
頁
︒

（
34
（　
﹃
続
日
本
紀
﹄
天
平
一
三
年
一
二
月
己
亥
条
︒ 

（
35
（　
﹃
万
葉
集
﹄
巻
八
︱
一
五
九
四
首
︒

（
36
（　

前
掲
註
（
27
（
森
公
章
﹁
長
屋
王
家
木
簡
と
田
庄
の
経
営
﹂
二

三
四
～
二
三
五
頁
︒

（
37
（　

飛
鳥
・
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
﹁
藤
原
宮
跡
の
調
査
﹂（﹃
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
﹄
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
︑
一
九
八
三

年
（
一
一
六
頁
︒

（
38
（　

同
前
︑
一
一
六
頁
︒

（
39
（　

加
藤
優
﹁
奈
良
・
藤
原
宮
跡
（
一
九
八
二
年
出
土
の
木
簡
（﹂

（﹃
木
簡
研
究
﹄
五
巻
︑
一
九
八
三
年
（︑
小
口
雅
史
﹁
畿
内
型
庄
園

の
経
営
﹂（﹃
荘
園
の
成
立
と
領
有
﹄
講
座
日
本
荘
園
史
二
︑
吉
川
弘

文
館
︑
一
九
九
一
年
（
二
七
頁
︒

（
40
（　

前
掲
註
（
21
（
山
田
英
雄
﹁
律
令
官
人
の
休
日
﹂︒

（
41
（　

田
中
卓
﹁
続
還
俗
﹂（﹃
続
日
本
紀
研
究
﹄
三
︱
一
︑
一
九
五
六

年
（︒

（
42
（　
﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
二
四
︱
552
～
554
︑
続
々
修
一
九
ノ
一
一
断

簡
１
（
４
（
裏
︻
仮
】
＋
続
修
二
八
断
簡
７
︑
続
々
修
一
九
ノ
一
一

断
簡
４
裏
【
仮
】︒

（
43
（　
﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
二
五
︱
87
～
88
︑
第
三
四
号
内
包
括
紙
紐

裏
︒

（
44
（　

北
村
優
季
﹁
京
戸
に
つ
い
て
︱
都
市
と
し
て
の
平
城
京
︱
﹂

（﹃
平
城
京
成
立
史
論
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
八

四
年
（
八
八
頁
︒

（
45
（　

栄
原
永
遠
男
﹁
平
城
京
住
民
の
生
活
誌
﹂（
岸
俊
男
編
﹃
都
城

の
生
態
﹄
日
本
の
古
代
９
︑
中
央
公
論
社
︑
一
九
八
七
年
（
二
三
一

～
二
三
二
頁
︒

（
46
（　

上
原
真
人
﹁
暮
ら
し
ぶ
り
﹂（﹃
暮
ら
し
と
盛
業
﹄
列
島
の
古
代

史　

ひ
と
・
も
の
・
こ
と
２　

岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
五
年
（
四
九
～

五
〇
頁
︒

（
47
（　

唐
令
の
授
衣
仮
と
い
う
の
は
︑
九
月
に
冬
衣
を
授
け
る
こ
と
か
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ら
転
じ
て
﹁
九
月
の
休
仮
﹂
と
い
う
こ
と
で
︑
実
質
は
収
穫
に
と
も

な
う
休
假
と
見
做
し
得
る
（
前
掲
註
（
15
（
丸
山
裕
美
子
﹁
仮
寧
令

と
節
日
︱
律
令
官
人
の
休
暇
﹂
一
八
〇
頁
（︒

（
48
（　
﹃
白
氏
文
集
﹄
巻
一
諷
諭
︒

（
49
（　

大
庭
脩
﹁
漢
代
官
吏
の
勤
務
と
休
暇
﹂（﹃
秦
漢
法
制
史
の
研

究
﹄
創
文
社
︑
一
九
八
二
年
︑
初
出
一
九
五
四
年
（
五
八
八
頁
︒

（
50
（　

前
掲
註
（
15
（
厳
茹
蕙
﹁
假
寧
制
的
成
立
與
唐
日
令
節
假
比

較
﹂
三
六
七
頁
︒

（
51
（　

呉
麗
娯
﹁
休
假
﹂（
李
斌
城
ほ
か
編
﹃
隋
唐
五
代
生
活
史
﹄（
中

国
社
会
科
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
年
（︑
趙
大
瑩
﹁
唐
宋
︽
假
寧

令
︾
研
究
﹂（
黄
正
建
編
﹃︽
天
聖
令
︾
與
唐
宋
制
度
研
究
﹄
中
国
社

会
科
学
出
版
社
︑
二
〇
一
一
年
（︑
前
掲
註
（
15
（
厳
茹
蕙
﹁
假
寧

制
的
成
立
與
唐
日
令
節
假
比
較
﹂︒

（
52
（　
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
六
一
︱
二
一
首
︒

（
53
（　
﹃
同
﹄
巻
二
三
六
︱
六
九
首
︒

（
54
（　
﹃
同
﹄
巻
一
八
八
︱
九
首
︒

（
55
（　
﹃
同
﹄
巻
一
九
一
︱
二
五
首
︒

（
56
（　
﹃
同
﹄
巻
一
三
二
︱
一
九
首
︒

（
57
（　

史
料
９
・
10
の
釈
文
は
︑
栄
新
江
主
編
﹃
新
獲
吐
魯
蕃
出
土
文

献
﹄
の
写
真
を
も
と
に
︑﹃
同
﹄
釈
文
︑
孟
憲
実
﹁
唐
代
府
兵
﹁
番

上
﹂
新
解
﹂（﹃
歴
史
研
究
﹄
二
〇
〇
七
年
第
二
期
︑
二
〇
〇
七
年
︑

七
一
～
七
二
頁
（
の
釈
文
︑
氣
賀
澤
保
規
﹁
唐
代
西
州
府
兵
制
再

論
﹂（
土
肥
義
和
編
﹃
敦
煌
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新
研
究 

修

訂
版
﹄
二
〇
一
三
年
（
の
釈
文
を
参
照
し
て
作
成
し
た
︒

（
58
（　

榎
本
淳
一
﹁﹃
新
唐
書
﹄
選
挙
志
の
唐
令
に
つ
い
て
﹂（﹃
工
学

院
大
学
共
通
課
程
研
究
論
叢
﹄
三
一
号
︑
一
九
九
三
年
（
二
一
頁
︒

（
59
（　

こ
の
令
の
テ
キ
ス
ト
は
︑
開
元
二
五
年
令
が
も
と
に
な
っ
て
お

り
︑
そ
の
後
の
改
正
を
う
け
て
い
な
い
規
定
は
︑
開
元
二
五
年
令
と

考
え
ら
れ
る
（
前
掲
註
（
58
（
榎
本
淳
一
﹁﹃
新
唐
書
﹄
選
挙
志
の

唐
令
に
つ
い
て
﹂
二
七
頁
（︒

（
60
（　
﹃
新
唐
書
﹄
巻
四
四
︑
選
挙
志
上
︒

（
61
（　

前
掲
註
（
51
（
趙
大
瑩
﹁
唐
宋
︽
假
寧
令
︾
研
究
﹂
二
九
九
～

三
〇
〇
頁
︒

（
62
（　

池
田
温
﹁
東
亜
古
代
假
寧
制
小
考
﹂（Proceedings of the 

Conference on the Sino-K
orean-Japanese Cultural Relations,Taipai,

一
九
八
三
年
（
四
七
〇
頁
︑
前
掲
註
（
51
（
趙
大
瑩
﹁
唐
宋
︽
假
寧

令
︾
研
究
﹂
二
九
九
～
三
〇
〇
頁
︒

（
63
（　

吉
村
武
彦
氏
は
飛
鳥
浄
御
原
令
に
田
令
が
存
在
し
た
可
能
性
が

高
く
︑
班
田
制
の
規
定
が
あ
っ
た
と
考
え
る
（
吉
村
武
彦
﹁
大
宝
田

令
の
復
元
と
﹃
日
本
書
紀
﹄﹂（﹃
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀

要
﹄
八
〇
号
︑
二
〇
一
七
年
（
三
六
頁
︒
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